
１．施設概要

施設名 地球市民かながわプラザ

所在地 横浜市栄区小菅ケ谷一丁目２番１号

サイトＵＲＬ https://www.earthplaza.jp/

根拠条例 神奈川県立地球市民かながわプラザ条例

設置目的(設置時期)

指定管理者名

指定期間

２．総合的な評価

◆管理運営等の状況　
提案に基づいて、学習センター事業などプラザの３つの事業実施に努め、年間利用者数は348,107人となった。令
和元年度の81.8%と、コロナ禍以前の水準には達していないものの、基本的な感染症対策を実施しながら利用者の
回復を図り、施設の維持管理も適切に行ったことから、施設の全体的な印象について施設利用者から高い評価を
得ている。

◆利用状況　
子どもから大人までを対象にした事業の企画や関連企画の実施、SNS・チラシ等による広報活動に積極的に取り組
んだ結果、令和４年度の年間利用者数は348,107人と、昨年度と比較して119,535 人（約152％）増加している。

◆利用者の満足度　
第３四半期に利用者満足度調査（詳細アンケート）を実施し、上位２段階の回答割合が98.9％となったためＳ評
価となった。昨年度は「やや満足」が「満足」を超える結果となった催し物に関するアンケートも、「満足」と
答えた割合が最も多くなり、高い評価を得られている。

◆収支状況　
年間利用者数が回復傾向にあり、利用料金収入は32,458千円（前年度比140.18%）となった。収支差額は27,711千
円のプラス(収支比率109.1％)となったため、Ｓ評価となった。

◆苦情・要望等　
設備や展示内容の更新を希望する意見があった。設備の修繕や展示内容の更新は、計画的に実施しており、今後
も検討を進めながら順次対応することとしている。

◆事故・不祥事等
階段にて高齢者が転倒し負傷する事故などがあったが、発生に際し、応急措置を講じるなど適切に対応し、県へ
の報告も迅速に行っている。

◆労働環境の確保に係る取組状況
県による監査、労働基準監督署からの指摘事項はない。

◆その他
感染症の影響によりオンライン等を活用していたが、感染対策を徹底した上で対面でのイベント等を再開した。
年間利用者数は昨年度比約152％と、大幅に増加した。今後も施設の管理運営をきめ細やかに行うとともに、創意
工夫により様々な手法で事業を展開していくことを求めたい。

(公社)青年海外協力協会

R3.4.1 ～ R8.3.31
(2021年)  (2026年)

国際課

　　　　　　　　　　　　総合的な評価の理由と今後の対応

※新型コロナウイルス感染症や原油価格高騰が３項目評価（利用状況、利用者満足度、収支状
況）に与えた影響及び対応状況も含めて「総合的な評価の理由と今後の対応」を記載。

モニタリング結果報告書
（令和４年度）

子供の豊かな感性をはぐくむとともに、県民の国際的理解並
びに国際平和及び地球的規模の課題への認識を深めることに
より地域から行動する意識を高め、併せて国際交流活動及び
国際協力活動を支援するための施設。（条例施行日：平成10
年１月１日）（開館日：平成10年２月１日）

　利用者の満足度、収支状況はＳ評価となったが、利用状況がＣ評価となったため、３項目評価はＢ評価とし
た。提案に基づいて、展示学習事業・展示企画事業などの学習センター事業、ライブラリー事業・外国籍県民支
援事業などの情報・相談センター事業、ＮＰＯ等活動支援事業などのサポート・ネットワーク事業のプラザの３
つの事業を適切に実施した。新型コロナウイルス感染症の影響により年間利用者数が減少し、コロナ禍以前に設
定した利用状況の目標にはまだ届かないものの、令和４年度は348,107人と、昨年度と比較して119,535 人（約
152％）増加しており、回復傾向にある。基本的な感染症対策の実施等、施設の維持管理も適切に行い、利用者か
ら施設全体の印象について高い評価を得ている。
　今後も施設の管理運営をきめ細やかに行うとともに、利用状況を好転させることを求めたい。

＜各項目の詳細説明＞

施設所管課
（事務所）

https://www.earthplaza.jp/


３．３項目評価の結果

４．定期・随時モニタリング実施状況の確認

現地調査等
の実施状況

実 施 頻 度 現地調査等の内容

月１回
（２時間程度）

指定管理者から提出された月例報告書等の記載内容
と現地の状況を照合し、適切に指定管理業務等が履
行されていることを確認した。

随時ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞにおける
指導・改善勧告等の

有無

指導・改善勧告等の内容

月例業務報告
確認

遅滞・特記事項があった月 特記事項または遅滞があった場合はその理由

無し

３項目評価とは、３つの項目（利用状況、利
用者の満足度、収支状況）の評価結果をもと
に行う評価をいう。

Ｓ：極めて良好
Ａ：良好
Ｂ：一部改善が必要
Ｃ：抜本的な改善が必要

利用状況
利用者の
満足度

収支状況

Ｂ Ｃ Ｓ Ｓ

３項目評価

(項目６参照)

有 ・ 無

(項目７参照) (項目８参照)

意見交換等
の実施状況

実 施 頻 度 意見交換等の内容

月１回
（第２木曜日に定例開

催）

毎月モニタリングに関する関係者協議会を開催し、
ウィズコロナにおける事業の進め方、施設の老朽化
等に伴う管理運営上の課題等について情報共有を行
い、課題解決に向け意見交換を実施した。



５．管理運営等の状況

〔　指定管理業務　〕

　令和２年３月以降、新型
コロナウイルス感染症の影
響により利用者数が減少
し、コロナ禍以前に設定し
た利用状況の目標が未達成
の状況が続いている。しか
し、基本的な感染症対策を
講じながら、対面での企画
やSNSの活用で利用者を呼
び戻し、令和４年度は
348,107人と、昨年度と比
較して119,535 人（約
152％）増加した。指定管
理者が、子どもから大人ま
での幅広い層を対象に、工
夫を凝らして事業を企画
し、施設の管理運営を適切
に行ったことの積み重ねに
よるものであると受け止め
ている。（以下の欄につい
て同じ）

事業計画の主な内容 実施状況等 実施状況に関わるｺﾒﾝﾄ

E　地球市民学習事業
地球市民学習事業は、幅広い年齢層を対
象に、世界的、社会的課題について広く
周知し、地球に住む一人として、それら
の解決に必要な素養を身に付けること、
又は目指すことを目的とする。県民のよ
り広く且つ深い課題の理解につながるよ
う、工夫したプログラムを年に６回実
施。開催中の企画展示の内容とも関連付
けをし、展示とともに講演によって、よ
り理解を深める取組を行う。

「国際手話とろう文化～世界とつなが
るコミュニケーション～」等６回実
施。

F　ビエンナーレ国際児童画展開催
絵画を通じて、こどもたちの夢と創造力
を育み、神奈川のこどもたちに世界を、
世界の子どもたちに神奈川を紹介し、国
際理解と国際交流の推進を図る。

・募集　令和４年９月１日から11月30
日まで
・応募総数　11,974点
・一次審査　令和５年１月19、20 日
・二次審査　令和５年２月９日

G　展示運営・展示ボランティアの運営
プラザの設立目的である「こどもの豊か
な感性の育成」、「地球市民意識の醸
成」、「国際活動の支援」を達成するた
めに常設展示室を良好に保ち、入館者へ
のサービスをボランティア活動等により
充実させる。

常設展示室入館者(年間68,145人)に対
する展示案内をはじめ、安全管理、展
示室内の展示物の整理等を通して地球
市民学習の場として活用される運営を
行った。
・展示ボランティア登録者数60人

（１）学習センター事業
A　展示学習事業
子どもから大人まで幅広い年齢層にプラ
ザの理念や趣旨を魅力的に伝え、家族連
れや友達同士で楽しく学べる充実したプ
ログラムを提供。

・覗いてみよう！世界の暮らし、やっ
てみよう！世界の遊び等の展示学習プ
ログラム
・地球市民意識の基礎となる豊かな感
性を育てるための手遊び、絵本の読み
聞かせ、工作プログラム等のファンタ
ジープログラム（未就学園児）対象
・合計72回実施した。

B　展示企画事業
世界の伝統文化、自然、歴史的遺産など
に焦点を当て、楽しく学び、豊かな感性
を育む企画展を開催。

年間を通じて４テーマ、会期延べ198
日(21,891人参加)の展示企画事業を実
施。「ダンボール迷路で世界旅行！竹
永絵里イラストレーション展」
（2,307人）、「おもちゃでめぐる世
界の秘密」（11,204人）、「葬の彩り
展」（4,072人）などを実施した。

C　映像ホール事業
子どものための映画会を夏休み等長期休
暇を利用し継続的に行いつつ、校外学習
や大人を対象に映像ライブラリー所蔵の
ビデオ・ＤＶＤを活用した事業を展開。

年間396回上映。開発途上国を題材に
扱った作品や、環境や貧困など地球規
模の課題をテーマにした映画を上映す
るアースシアター、こども映画会、企
画展に関連するテーマの作品の上映、
校外学習受入れ時の作品上映を実施し
た。

D　交流交歓学習事業
小中学生から大人までを対象にした参加
型ワークショップを実施。
各テーマごとに年間４～６回のシリーズ
で事業展開。

交流交歓学習事業に参加する子どもた
ちが、地球市民の一人としての自覚に
目覚めるようなワークショップ「世界
の教室」・「世界の文化」を実施。
在住外国人をゲストに招き、参加した
子どもたちが相互交流を通じて互いの
「共通点」と「違い」に気づき、相対
的な世界観を養える内容とした。
また、文化紹介プログラムとして、楽
器、工作などのワークショップも実施
した。
・年間12回実施、参加人数209人。



H　校外学習の受入等
・教員等からの校外学習相談への対応
・利用前後及び利用当日の学習指導案作
り
・プラザ施設を活用した体験的な国際理
解教育、平和教育プログラム等の実施等
・学習資料等の作成など受入れ促進の実
施
・海外の途上国で活動した青年海外協力
隊ボランティア体験談や国際理解等に関
わるワークショップの実施提案

次代を担う子どもたちに世界の多様な
文化、地球的規模の課題などへの認識
を深めてもらうため、幼稚園、小・
中・高等学校、特別支援学校等からの
校外学習の受入れを行った。
・年間総計112校　4,574人

I　その他、提案事業
ア　アウトリーチ事業
①神奈川県の環境保全への理解の促進
②国際理解教育出前講座
イ　その他、館内実施事業等
①館内インフォメーションツアー
②ハロウィンイベント
③キャンドルナイト
④緑のカーテンプロジェクト

ア　アウトリーチ事業
①神奈川県の環境保全への理解の促進
令和５年３月18日に横浜自然観察の森
にて野外プログラムを実施（参加者７
人）。
②国際理解教育出前講座
県内教育機関等であーすぷらざ出前講
座を実施（５件、637人）

イ　その他、館内実施事業等
①館内インフォメーションツアー
館内施設やイベントをツアーやクイズ
形式で知っていただき、国際理解、多
文化理解につながる機会を提供（24
回）。
②ハロウィンイベント
楽しみながら海外文化を理解する機会
として実施（参加者573人）。
③キャンドルナイト
国際平和について考えるきっかけとし
て開催（参加者419人）。
④緑のカーテンプロジェクト
参加者とともにプランターに種や苗を
植え、子どもたちが自宅にて緑のカー
テンを実施できるよう植物の種の配布
する「緑のカーテン大作戦！」を実
施。（参加者24人）

J　インターンシップ／教員研修事業
プラザ事業に対する理解を深めてもらう
ため、高校生・大学生のインターンを受
け入れ、職場体験の機会等を提供する。

人材育成のため就業体験を提供すると
ともに、プラザの活動の普及の一つと
して実施。11校19人のインターンシッ
プ、教員研修を延べ96日間受入れ。

（２）情報・相談センター事業
A　ライブラリー事業
大人が地球市民意識を醸成し、多文化共
生及び国際交流・協力活動を学ぶための
図書や映像などの資料を揃えると共に、
子どもが絵本や雑誌及び映像に親しむた
めに工夫を加えたライブラリー運営を行
う。

・利用者数　63,770人
・図書の収集・貸出
　　蔵書数　48,729冊
　　貸出登録者数　21,120人
　　館外貸出数　11,199点
・ビデオ・ＤＶＤの収集・視聴サービ
スの提供
　　所蔵数　2,675点
　　視聴本数　3,469本
　　視聴利用者数　3,901人
・こどもコーナー
　子ども向けに多言語読み聞かせなど
開催　244人参加



※指定管理業務に与えた新型コロナウイルス感染症等の影響がある場合、対応状況を含めて、

「実施状況等」欄に記載。

〔　参考：自主事業　〕

※自主事業に与えた新型コロナウイルス感染症等の影響がある場合、対応状況を含めて、

「実施状況等」欄に記載。

B 外国籍県民支援事業
これまでの事業運営を基本に、他の支援
団体、民間団体との連携を充分に図り事
業運営を行う。また、外国人住民の支援
につながるような自主事業、共催事業を
企画し実施。

・外国籍県民支援のための情報収集整
理
・外国籍県民相談事業(一般・法律)
①【相談窓口事業(３箇所、６言語)】
相談件数：一般1,429件（内法律相談
194件）
②相談機関連絡会　令和５年１月26日
開催、51人参加
③研修会　全５回、参加者259人

・教育相談事業（５言語）
相談件数：2,382件
①ケース検討・情報共有会議　毎月１
回開催
②ネットワーク構築　帰国児童・生徒
教育及び国際教室担当者連絡協議会等
３回実施（オンライン、集合形式で開
催）

・総合的な日本語学習等支援センター
事業
①教材・情報の収集、提供等
②アウトリーチ支援活動（出前講座等
6回開催　参加者214人）
③日本語学習支援等の団体ネットワー
ク

県内各団体と連携し日本語学習者・支
援者のための企画として実施してきた
イベントを、外国につながる若者の
キャリア応援プロジェクト“なりたい
自分、いまの自分”をテーマに実施。
令和５年８月21日開催、参加者数47人

C　広報・情報発信事業
・プラザ施設案内、各種事業や地球市民
学習に役立つ情報を掲載した広報物の発
行など（年３回機関紙発行、月２回程度
のメルマガ、催し物の案内やチラシなど
の作成及び配布）。
・ホームページ運営など

･ホームページアクセス数年間13,802
件
・新聞、タウン誌等広報掲載293回
・プラザ壁新聞(機関紙)年３回発行
(Ａ２判　3,500部/回)
・催事案内チラシ(月１回600部、館内
用ポスターほか)
・広告（かながわ県民センター広告ス
ペースへのポスター掲示、WEB広告）

（３)サポート・ネットワーク事業
A　ＮＰＯ等活動支援事業

・ＮＰＯ等が実施する企画・事業をサ
ポートし、プラザの設立趣意に合致す
る事業に対し、活動場所の提供や広
報・ＰＲ等を支援。
　共催等事業18件
・ＮＰＯ等専用の打合せ等のための無
料スペースの提供
　情報フォーラムスペース登録28団体
(3,608人利用)

事業計画の主な内容 実施状況等

中国残留邦人『しゃべり場』交流活動上映会 映画鑑賞会を令和４年４月21日開催

B　ＮＰＯ等のための事務室運営事業
・利用団体の活動状況の把握
・利用団体の活動支援
・新たな公募および選考

非営利で公益的な活動、とりわけ国際
協力、国際交流、多文化共生を育むこ
とを主な目的とした活動をする団体
に、活動の場（共同の事務所スペー
ス）を提供。
・入居８団体
　(事務室利用日数311日、利用延べ
1,058人)



６．利用状況

目標値の設定根拠：

利用者数の算出方法（対象）：

※原則は人数だが、施設の状況等により変更可能。単位を変更した場合はその理由

利用者数※ 135,536 228,572 348,107

対前年度比 168.6% 152.3%

評価 ≪評価の目安≫
目標値を設定し目標達成率で、Ｓ：110％以上　Ａ：100％以上～110％未満　Ｂ：85％
以上～100％未満　Ｃ：85％未満
※施設の特性から利用状況の評価を行わない場合は「目標値の設定根拠」欄に当該理
由を、「目標値」欄に代わりとなる数値（定員数等）を記載してください（女性保護
施設と県営住宅等が該当）。

Ｃ

前々年度 前年度 令和４年度

かながわグランドデザイン

常設展示室観覧券発券枚数、貸出施設利用申込人
数（貸出施設のうち映像ホール等を事業で利用す
る場合は入場者数）、図書・映像資料貸出等処理
件数、フォーラム等定点観測（４～６回/日）、
NPO等のための事務室（利用簿の利用者数）

目　標　値 463,000 464,000 465,000

目標達成率 29.3% 49.3% 74.9%

【新型コロナウイルス感染症等が利用状況に与えた影響と対応状況】
 (※当該影響により評価結果がＣとなった場合は必ず記載)

①新型コロナウイルス感染症等が利用状況に与えた影響
令和２年３月以降、新型コロナウイルス感染症の影響により利用者数が減少し、コ
ロナ禍以前に設定した利用状況の目標が未達成の状況が続いている。密になりやす
いイベントは事前予約制とするなど、基本的な感染症対策を徹底して事業を実施し
た。

②令和４年度の対応状況
新型コロナウイルス感染症の影響によりオンライン等を活用していた事業も、基本
的な感染症対策を徹底し、対面での企画・イベントを再開した。SNS等を活用して広
報し、令和４年度の年間利用者数は348,107人と、昨年度と比較して119,535 人（約
152％）増加した。

＜備 考＞
平成30年度に「かながわグランドデザイン」の改定を行い、令和元年度から令和４年度までの４年間
について、新たな目標値を設定している。



７．利用者の満足度

〔 サービス内容の総合的評価 〕

質問内容

実施した調査の配布方法 回収数／配布数 ／ ＝

配布(サンプル)対象

(複数回実施した場合は、平均値を記載。)

施設の全体的な評価

アンケート用紙の設
置、対面による調査、
事業実施時の参加者へ
の調査

373

施設利用者、事業参加者

評価 ≪評価の目安≫
「満足」（上位二段階の評価）と答えた割合が、Ｓ：90％以上　Ａ：70％以上～90％
未満　Ｂ：50％以上～70％未満　Ｃ：50％未満
※評価はサービス内容の総合的評価の｢満足｣回答割合で行う。Ｓ

満足度調査の
実施内容

協定に定めた調査内容 実施結果と分析
第３四半期に実施。来館者や事
業参加者にアンケート用紙を配
布。

概ね高い評価を得ている。指定管理者が
子どもから大人まで幅広い年齢層を対象
とする事業実施に配慮したことや適切な
施設の管理運営に努めたことが評価され
たものと思われる。

満足、不満に回答が
あった場合はその理由

サービス内容の総合
的評価の回答数

240 122 4 0 366

満足
どちらか
といえば

満足

どちらか
といえば

不満
不満 合計

前年度回答率 49.3% 49.0% 1.4% 0.3%

前年度の
回答数 144 143 4 1 292

回答率 65.6% 33.3% 1.1% 0.0%

回答率の
対前年度比

133% 68% 80% 0%

【新型コロナウイルス感染症等が利用者満足度に与えた影響と対応状況】
 (※当該影響により評価結果がＣとなった場合は必ず記載)

①新型コロナウイルス感染症等が利用者満足度に与えた影響
　新型コロナウイルス感染症等の影響に関しては「２．総合的な評価」欄を参照

②令和４年度の対応状況
　新型コロナウイルス感染症等の影響に関しては「２．総合的な評価」欄を参照

＜備 考＞



８．収支状況

〔　指定管理業務　〕 (単位:千円)

(単位:千円)

/ / /

111.97%

109.12%決算 251,708 13,513 3,071 備考欄参照 22,434

251,755 28,608 700

物品販売450
映画上映200
有料ワーク
ショップ50

281,063 281,063前
々
年
度

前
年
度

評価 ≪評価の目安：収支差額の当初予算額が０円の施設≫
収入合計／支出合計の比率が、Ｓ(優良)：105％以上　Ａ(良好)：100％～105％未満　
Ｂ(概ね計画どおりの収支状況である)：85％～100％未満　Ｃ(収支比率に15％を超え
るマイナスが生じている)：85％未満Ｓ

収入の状況 支出の状況 収支の状況

指定管理料 収支比率利用料金 その他収入
その他収入
の主な内訳

収入合計 支出 収支差額

0

287,295 34,398

0

268,292 245,858

当初
予算

当初
予算

294,506 34,220 2,160

物品販売900
映画上映960
有料ワーク
ショップ300

330,886

330,429

23,154 4,490 備考欄参照

当初
予算

294,049 34,220 2,160

物品販売900
映画上映960
有料ワーク
ショップ300

330,429

321,693

※支出に納付金が含まれる場合、その内数

令和４年度 前年度 前々年度

令
和
４
年
度

【新型コロナウイルス感染症等が収支状況に与えた影響と対応状況】
 (※当該影響により評価結果がＣとなった場合は必ず記載)

＜備 考＞
【その他収入の主な内訳（決算）】
　令和４年度　物品販売26　企画展示事業829　出前講座謝金117　映画上映510 その他雑収入82
　
　令和３年度　物品販売1,497　企画展示事業2,486　出前講座謝金86　映画上映305
　　　　　　　ﾋﾞｴﾝﾅｰﾚ展34　 その他雑収入82
　令和２年度　物品販売2,325　企画展示事業487　出前講座謝金183　映画上映76

330,886 0

決算 298,097 32,458 1,564 備考欄参照 332,119 304,408 27,711 109.10%

決算 294,049

①新型コロナウイルス感染症等が収支状況に与えた影響
　新型コロナウイルス感染症等の影響に関しては「２．総合的な評価」欄を参照

②令和４年度の対応状況
　新型コロナウイルス感染症等の影響に関しては「２．総合的な評価」欄を参照



９．苦情・要望等 該当なし

件

件

件

件

件

件

件

件

※指定管理者に起因するものを記載。その他、苦情・要望への対応を行ったものを記載。

分野 報告件数 概要 対応状況

施設・設備

職員対応

事業内容

その他



10．事故・不祥事等 該当なし

※随時モニタリングを実施した場合は必ずその内容を記載。

※過去に発生したものでも、新たな対応等を実施した場合には、その内容を記載。

※なお、大きな事故・不祥事について改善勧告を行わなかった場合は、その理由を併せて記載。

11．労働環境の確保に係る取組状況

①5階ファンタジー展示室のトランポリン内で幼児同士の接触。救急搬送され、骨折等も
ないことから当日退院。
②9/4（日）当日に緊急連絡網に従い県職員あて連絡。
③～⑥該当なし。

職場環境 無

9月4日

10月20日
①２階ショップにて持病により具合が悪くなった方の救急搬送。当日退院。
②10/20（木）当日に緊急連絡網に従い県職員あて連絡。
③～⑥該当なし。

10月27日
①プラザホールの座席で転倒し、椅子の間に首が挟まったため救急搬送。当日退院。
②10/27（木）当日に緊急連絡網に従い県職員あて連絡。
③～⑥該当なし。

10月29日
①２階から１階への階段の踊り場で転倒。頭を打ったため、救急搬送。当日退院。
②10/29（土）当日に緊急連絡網に従い県職員あて連絡。
③～⑥該当なし。

※指摘事項は、県による監査（包括外部監査含む）又は労働基準監督署によるものとし、有とした場合は備考欄に概
要を記載。

職員の配置体制 無

労働時間 無

確認項目 指摘事項の有無 備考

法令に基づく手続き 無

発生日

7月24日

①発生時の詳細な状況
②県職員による確認の状況（内容及び実施日を記入）
③その後の経過（現在に至るまでの負傷者の状況、再発防止策等）
④施設に対する問題点の指摘やクレームの有無（有の場合は概要を記入）
⑤原因及び費用負担の有無（費用負担が有の場合は内容および負担者を記入）
⑥記者発表の有無（有の場合はその年月日を記入）

①プラザホール内の階段での転倒、額を打ち出血。救急搬送され、当日退院。
②7/24（日）当日に緊急連絡網に従い県職員あて連絡。
③～⑥該当なし。


